
女性の横顔にも見えます

　プラザホテルから徒歩

5分の所にある「三忠食
堂本店」。漫画「美味し
んぼ」100巻の巻頭を飾
る話の中に三忠本店の
名物「津軽そば」が紹介
されています。

津軽そばの特徴はまず第一

につなぎに大豆を使うこと。
 そして挽きたて・打ちたて・
茹でたての「三立て」ではな
く、前の日に打ち翌朝茹で
た後昼過ぎに食べるという
「茹で置き」が基本。出汁は焼き干しと昆布が主流。
ｽｯｷﾘしていて味わい深く大豆の香りがさらに引き立つ。
 現在では、そば作りの工程において非常に手間が
かかる為、最近では津軽でもほとんど目にすることが
なくなった貴重な食べ物のひとつでもあります。
そんな中、「三忠食堂」はこの製法を変えることなく
代々津軽の味を100年の間守り続けてきたお店です。

・見学期間…4月上旬から11月23日
・営業時間…11：00～19：00 ・見学時間…9：00～17：00(16：30までに受付)
・休日………日曜 弘前へお越しの際は是非とも ・休園日……月曜(祝日の場合は翌日）

津軽の味をお試しください。 ・入館料……大人300円・小中学生100円｡団体割引あります
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天気が良い日は高台からは岩木山を一望できます。
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 ヒロサキ食べ歩き日記

「三忠食堂本店」
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